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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年8月29日(2019.8.29)

【公表番号】特表2018-523636(P2018-523636A)
【公表日】平成30年8月23日(2018.8.23)
【年通号数】公開・登録公報2018-032
【出願番号】特願2017-567791(P2017-567791)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ   7/08     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/99     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ    7/08     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ    9/99     　　　　
   Ｃ０７Ｋ    7/06     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/28     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ    3/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年7月17日(2019.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＢＡＣＥ酵素の酵素活性部位及び触媒ドメインの両方に結合する二重部位ＢＡＣＥ１阻
害剤であって、エキソサイト阻害部分（Ａ’）が、リンカー（Ｌ’）により前記ＢＡＣＥ
１阻害剤の活性部位阻害部分（Ｂ’）に結合している二重部位ＢＡＣＥ１阻害剤、又はそ
の薬学的に許容し得る塩。
【請求項２】
　Ｌ’が、
ｉ．　－（Ｇｌｙ）ｘ－［式中、ｘは３である］、
ｉｉ．　ＰＥＧ（４）、及び
ｉｉｉ．　－Ｇｌｙ－ＤＬｙｓ－Ｇｌｙ－
からなる群より選択される、請求項１記載の二重部位ＢＡＣＥ１阻害剤。
【請求項３】
　Ａ’が、
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【化６】

からなる群より選択される、請求項１～２のいずれか一項記載の二重部位ＢＡＣＥ１阻害
剤。
【請求項４】
　Ａ’が、
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【化７】

からなる群より選択される、請求項１～３のいずれか一項記載の二重部位ＢＡＣＥ１阻害
剤。
【請求項５】
　Ｂ’が、
【化８】

からなる群より選択される、請求項１～４のいずれか一項記載の二重部位ＢＡＣＥ１阻害
剤。
【請求項６】
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【化９】



(5) JP 2018-523636 A5 2019.8.29

からなる群より選択される、請求項１～５のいずれか一項記載の阻害剤。
【請求項７】
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【化１０】
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からなる群より選択される、請求項１～６のいずれか一項記載の阻害剤。
【請求項８】
　薬学的に許容し得る塩がトリフルオロアセタートである、請求項１～７のいずれか一項
記載の阻害剤。
【請求項９】
　治療活性物質として使用するための、請求項１～８のいずれか一項記載の二重部位ＢＡ
ＣＥ１阻害剤。
【請求項１０】
　上昇したβ－アミロイドレベル及び／又はβ－アミロイドオリゴマー及び／又はβ－ア
ミロイド斑及びさらなる沈着物によって特徴付けられる疾患及び障害、特にアルツハイマ
ー病の治療的及び／又は予防的処置のための治療活性物質として使用するための、請求項
１～８のいずれか一項記載の二重部位ＢＡＣＥ１阻害剤。
【請求項１１】
　請求項１～８のいずれか一項記載の二重部位ＢＡＣＥ１阻害剤並びに薬学的に許容し得
る担体及び／又は薬学的に許容し得る補助物質を含む医薬組成物。
【請求項１２】
　上昇したβ－アミロイドレベル及び／又はβ－アミロイドオリゴマー及び／又はβ－ア
ミロイド斑及びさらなる沈着物によって特徴付けられる疾患及び障害、特にアルツハイマ
ー病の治療的及び／又は予防的処置のための医薬を製造するための、請求項１～８のいず
れか一項記載の二重部位ＢＡＣＥ１阻害剤の使用。
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